
西粟倉村のゼロカーボン政策
再生可能エネルギーで地域経済と雇用創出する

©2022 vill.nishiawakura office

西粟倉村 地方創生特任参事 上山隆浩



西粟倉村は岡山県の東北端部にあ
る人口1400人の村である。「平成の
大合併」を拒否し、自主自立の道を
選択した。2058年に「上質な田舎」
になることを目指した「百年の森林
構想」を着想し、多様なローカルベ
ンチャーと協働して森林の集約化
による適正管理と木材の付加価値
化に挑戦している。また、再生可能
エネルギー導入にも積極的に取り
組み、低炭素な地域づくりと地域内
資源循環を起こしている。このよう
な村のビジョンと取組は、村に多様
な人材を呼び込み、産業の多様化
や関係人口の拡大につながってい
る。

■発表の概要

吉井川源流 若杉天然林
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人口1,384人/597世帯
高齢化率37.24(R4.3)

・面 積：57.93ｋ㎡ 内93%が森林 そのうち84%が人工林
・標 高：263ｍ～1280ｍ
・気 候：年間平均気温11度、

年間平均降水量約2000mm

・交 通：車で岡山県庁2時間鳥取空港50分
神戸1時間30分(高速)  大阪2時間(高速)

特急→新幹線で東京まで 最短 4時間30分
鳥取県・兵庫県と隣接して因幡街道（山陰・山陽の動脈）

■西粟倉村の紹介
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■これまで１５年間の経緯

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

百年の森林事業

百年の森林事業

森林商事信託
開始百年の森林

構想着想

再生可能エネルギー事業
西粟倉小水力発電
所リプレイス

薪ボイラー導入 4施設

西粟倉第２小水力発電所建設

地域熱供給システム導入環境モデル
都市

太陽光発電 ５施設

小型ガス化発
電整備

バイオマス産
業都市

ローカルベンチャー事業

ローカルベンチャー・スクール

地方創生推進交付金 広域連携

SDGs未来都市事業
森林REDesign事業

各種R＆D
事業

SDGｓ未来都市（森林RE
デザイン）

脱炭素先
行地域
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百年の森林構想
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50年先のビジョン

◼ 「百年の森林に囲まれた上
質な田舎」

◼ 衰退する一次産業にフォー
カス

◼ 自治体のチャレンジ

自治体（西粟倉村）
◼ 森林施業（補助事業）

民間（西粟倉・森の学校）
◼ 林業6次化
◼ 付加価値の添加

＋
◼ 共感
◼ 共有
◼ 発信力
◼ 見える化

■西粟倉村のこれまでの取組

Point１



森林
所有者

西粟倉村
役場

法人のお客様
（工務店、家具工房）

(株)百森

エーゼロ（株）
ローカルベンチャー支援
地域メディア運営

連携
施業管理
委託契約

山林管理を委託

手数料等

素材販売金

施
業
発
注

施
業
費

森林の集約化と森林経営管理
施業の実施

FSCグループマネジメント

(株)motoyu
(地域熱供給会社）
薪製造～熱供給

熱 温泉施設 公共施設

山林管理の

再委託

西粟倉百年の森林
協同組合

木材販売業務

森林組合
林業事業体

施業実施
素材生産

施業収益金

丸太

(株)西粟倉・森の学校
(株)木の里工房・木薫

(株)ようび
村内製材所 等

薪
木の駅
プロジェクト

木材代金

製品

個人のお客様

お金の流れ

木材の流れ

施業の流れ

森林資産をデッドストックにしない取組

信託
銀行

信託

契約

山林の

経営実施権

施業収益金

合板工場・市場

丸太

©2022 vill.nishiawakura office



「西粟倉村森林長期施業管理に関する契約」契約内容抜粋
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〇契約森林は「森林経営計画」に参入。

→補助金、交付金など金銭的なメリットが受けられる。

〇契約森林は「ＦＳＣ認証制度」に参入。
→ＦＳＣ認証に加入することで材に付加価値をつけることができる。

〇契約森林は「ＣＯ2吸収源販売制度」に参入。
→販売収益は施業費用等に活用される。

〇事務や施業に係る費用は全額負担。（村の一般財源と国・県補助金）
丸太販売収益は村１/２、所有者１/２の割合で折半。

「百年の森林事業」の契約内容



薪ボイラー
340kW

薪ボイラー
75kW

薪ボイラー
270kW

湯～とぴあ黄金泉

あわくら温泉 元湯

国民宿舎あわくら荘

地域熱供給(チップボイラー)
530kW

水力
290kW

水力
1.3kW

水力
5kW

西粟倉発電所めぐみ
水力
1kW

水力
199kW

太陽光
48.64kW

にしあわくらおひさま発電所

太陽光
20kW

太陽光
25kW

太陽光
15kW

あわくら旬の里

西粟倉中学校

いきいきふれあいセンター

影石水力発電所

170kW×2

230kW 300kW

熱エネルギーセンターから
小中学校、庁舎等6か所へ熱供給

小型バイオマス発電
49kW

ふれあいセンター等へ電力供給

薪ボイラー
75kW

坂根共同作業所
（ようび）

太陽光
25kW

西粟倉小学校太陽光
20.4kW

道の駅 あわくらんど

■その他太陽光
住宅設置 約100kW
民間（FIT） 約90kW

脱炭素先行地域・環境モデル都市
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「百年の森林事業」の間伐材の流通
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合板・集成材等
大手製材工場

村内で製品化

山土場

C材

A・B材

原木市場

百年の森林協同組合

A材（一部）

燃料として利用
可能な木材

３０００㎥

A・B・C材

B材
C材

約１０,０００㎥

２０００㎥

５０００㎥
行政が行
うべき価値
付け分野

再生可能エネルギー
事業へ活用
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村内温泉施設３か所へ木質バイオボイラーの導入



中学校

庁舎・図書館(新築)

小学校

ゆうゆう・ひだまり

子ども館（新）

エネルギセンター
（熱と電気）

森林をエネルギー資源として活用する

H30防災減災
太陽光25kW
蓄電池22kW

LED照明

H30防災減災
太陽光25kW
蓄電池22kW

LED照明

H28GND
太陽光15kW
蓄電池20kW

LED照明（一部）

いきいきFS
分庁舎・診療所
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木質チップボイラー

熱導管

蓄熱タンク（1７5㎥）
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公共施設６か所の木質バイオマス地域熱供給システムの導入



小型バイオマス発電（自立発電）
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ガス化システム ディーゼルエンジン

自営線

発電出力：49kW
平常時：自家消費
災害時：避難所空調電力
エスペ社製(ｲﾀﾘｱ)



地域の課題解決

・観光事業

・高齢者対策

・安全・安心

・住みやすさ

・定住促進

他の再生可能
エネルギー

水力発電

森林がもたらす水をエネルギー資源として活用する

流 域 面 積 １８５０㌶

使用水量 0.95㎥/SEC

（３か所）

発電出力最大 494ＫＷ

年間発電量3,635,000ｋｗｈ
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ゼロカーボンに取り組んできた直接的効果

経済

環境

雇用

森林

➢ エネルギー収入：水力発電 １１１，０００千円
バイオマス ２９，０００千円

➢ C材未利用材収入：１，６００ｔ １０，４００千円
➢ 林業・木材加工事業売上： １億円→１２億円

➢ 森林の年間二酸化炭素固定量：３４，０００t‐CO²

➢ 年間二酸化炭素削減量：３，１５０ｔ‐ＣＯ²

➢ 林業・木材加工関連事業新規就業者数：110人増

➢ 木質バイオマスエネルギー事業新規就業者数：4人

➢ 森林の集約化面積：２，６８３ヘクタール

➢ ２００９年からの整備面積 １，９００ヘクタール
（安全な森林面積が拡大）
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JPチャン
ネル

多様な「産業クラスター」

木 薫
西粟倉・森の学校

ようび

Ablabo
フレル食堂

maison de frouge
エーゼロ
くんちでん

チーズ観光協会
おさじ

喫茶サーナの家

青 林
岡田林業
清 勝

エーゼロ
ようび

sonraku

百 森

Sonraku
Motoyu

クラシカ
エーゼロ

元湯
軒下図書館
天徳寺
あるの森

UKIYO
SOMEYASUZUKI

SIBUYA鞄
MAMO
SAOL

関野意匠室＋絡操堂
mori no oto

Kodama
フレル

尾崎漆工房

nottuo
ようび

西粟倉・森の学校
Nabeshima Design酒うらら

Pioneer

木工

エネルギー

木工

酒屋

森林計画

森林整備

食

宿

デザイン

不動産

中間支援等

衣・小物

じゅ～く

福祉

にしあわくらモン
テッソーリ子ども

の家
ＮＥＳＴ

ほんまもん

教育

ようび
エーゼロ

建築

小松組

万屋

医療福祉
いとう歯科クリニック
こじか助産所

ネ
Social Animal Bond

コンサルティング
げんこつ
野々企画
Forest Eye
エーゼロ

You tuber

ジビエ
エーゼロ
野々肉

ES
研究

むらまるご
と研究所©2022 vill.nishiawakura office
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木薫

西粟倉・森の学校

youbi

sonraku

100億円の企業誘致より1億円のLV100社

多様なLVの出現

８億円

２２億円
新規雇用創出
２２１人

西粟倉村は近年、地域に根ざしたビジネスを展開する「ローカルベンチャー」の集積地として注目を
集めています。

ローカルベンチャーとは、「自分の視点を持ち、見落とされていた地域ある宝物を上手に発見して仕
事をつくる。」起業のことで、これまでに５０社が起業しています。

リサイクルからアップサイクルな地域政策への展開
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人口減少を食い止めてきている
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■西粟倉村のこれまでの取組の成果

国立社会保障・人口問題研究所『日本の市
区町村別将来推計人口』（平成20年12月推
計）と実際の人口の差を見ると、当時の予測
からはプラス100人、特に15歳未満の子ども
たちが＋80人と８割増しとなっている。
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ローカルベンチャー事業

■ゼロカーボンの視点から見た持続可能な地域づくり
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再生可能エネル
ギー事業を中心
に地域内資源循
環を起こす

地域に多様な人
材を呼び込み
産業の多様化や
関係人口の拡大

をさせる

百年の森林事業

[百年の森林構
想]を基本理念
として林業にチ
ャレンジする再生可能エネルギー事業



エネルギーの安全保障

気候変動対策

食料の安全保障

■ゼロカーボンを活用する新しい地域の視点
温暖化対策→地域の安全保障政策
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